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好評販売中

結
城
蔵
美
館
　
周
年
記
念
事
業

御
手
杵
サ
ミ
ッ
ト
開
催

5

月
25

日
～
26

日
、
御
手
杵
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

25

日
に
は
、
市
民
情
報
セ
ン
タ

ー
に
結
城
の
ほ
か
4

カ
所
か
ら
5

本
の
御
手
杵
を
集
め
て
合
同
展
示

し
、
各
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
や

歴
史
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
26

日
に
は
、
5

本
の
御
手

杵
を
市
内
に
分
散
展
示
し
た
ほ
か
、

弘
経
寺
で
は
「
川
越
藩
火
縄
銃
鉄

砲
隊
」
に
よ
る
演
武
な
ど
が
行
わ

れ
、
2

日
間
で
延
べ
2

，5
0
0

人
も
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
挑
戦

6

月
8

日
、
小
山
市
梁
の
絹
会

場
で
、
色
の
異
な
る
稲
を
植
え
て

田
ん
ぼ
に
巨
大
な
絵
や
文
字
を
作

る
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え
体
験
」

が
行
わ
れ
、
結
城
市
と
小
山
市
の

小
学
生
な
ど
合
わ
せ
て
約
5
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
土
の
感
触
を
楽

し
み
な
が
ら
、
田
植
え
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

茨
城
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
女
子

選
抜
チ
ー
ム
強
化
練
習
会

6

月
8

日
、
か
な
く
ぼ
総
合
体

育
館
で
強
化
練
習
会
が
開
催
さ
れ
、

選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
県
内

各
地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
を
対
象

と
し
た
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教

室
も
行
わ
れ
、

選
抜
選
手
か

ら
の
指
導
に
、

真
剣
な
眼
差

し
で
練
習
を

行
い
ま
し
た
。

桐
製
品
寄
贈
お
よ
び
協
賛

6

月
3

日
、
市
内
で
桐
材
店
を

営
む
島
倉
氏
か
ら
、
配
布
用
の
桐

製
ペ
ン
立
て
と
コ
ー
ス
タ
ー
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
・
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
結

城
市
実
行
委
員
会
へ
桐
製
ペ
ン
立

て
を
協
賛
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

し
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

あ
や
め
が
華
麗
に
咲
き
誇
る

山
川
不
動
尊
あ
や
め
園
で
、
数

々
の
あ
や
め
が
華
麗
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
花
数
を
増
や
し
、

整
備
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
あ
や

め
な
ど
の
株
を
お
譲
り
い
た
だ
け

る
方
は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
7

月
12

日
ま
で
）

総
務
省
茨
城
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
よ
り
表
彰

平
成
28

年
か
ら
本
市
の
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
現
在
も
活

動
さ
れ
て
い
る
宮
本
敏
男
さ
ん
が
、

5

月
30

日
、
業
務
の
遂
行
に
特
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
茨
城
行
政

監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
よ

り
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

防
災
に
関
す
る
協
定

5

月
30

日
、
結
城
市
測
量
設
計

業
協
力
会
と
「
災
害
時
の
応
急
対

策
業
務
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
発

生
後
の
道
路
な
ど
の
復
旧
計
画
作

り
に
欠
か
せ
な
い
測
量
業
務
に
お

い
て
、
市
か

ら
の
要
請
に

よ
り
災
害
地

区
の
測
量
業

務
の
協
力
を

目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

水
害
に
備
え
て

6

月
2

日
、
上
山
川
才
光
寺
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
市
消
防
団
な
ど
約
２

２
０
人
が
参
加
し
、
水
防
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た
実
践

的
な
訓
練
と
し
て
、
「
土
の
う
ご

し
ら
え
」
、

「
積
み
土
の

う
」
、
「
月
の

輪
」
と
呼
ば

れ
る
基
本
工

法
の
ほ
か
、

避
難
誘
導
に

関
す
る
広
報

訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

山
川
文
化
会
館
ま
つ
り

5

月
26

日
、
山
川
文
化
会
館
で

第
27

回
山
川
文
化
会
館
（
隣
保
館
）

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吹

奏
楽
や
民
謡
民
舞
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
模
擬
店
も
出
店
し
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

●
第
19
回
茨
城
県
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

　
期
日
／
4
月
30
日
（
火
）

　
会
場
／
県
武
道
館

【
形
の
部
】

　
小
5
男
子
　
優
　
勝
　
館
野
　
瑞
希

　
小
2
女
子
　
優
　
勝
　
高
崎
ほ
の
か

　
小
4
女
子
　
優
　
勝
　
館
野
　
雅
佳

　
小
5
女
子
　
準
優
勝
　
大
熊
　
千
尋

　
小
6
女
子
　
優
　
勝
　
遠
井
　
乙
姫

●
第
24
回
茨
城
県
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会

　
期
日
／
5
月
19
日
（
日
）

　
会
場
／
牛
久
市
総
合
体
育
館

【
男
子
団
体
形
の
部
】

　
優
　
勝
　
結
城
南
中
学
校

　
準
優
勝
　
結
城
中
学
校

【
男
子
団
体
組
手
の
部
】

　
準
優
勝
　
結
城
中
学
校

【
個
人
形
の
部
】

　
男
子
　
優
　
勝
　
遠
井
　
泰
嘉

　
男
子
　
準
優
勝
　
高
野
澤
　
優

　
女
子
　
優
　
勝
　
五
十
嵐
梨
紗

　
女
子
　
準
優
勝
　
高
野
澤
樹
里

●
第
111
回
春
季
結
城
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
期
日
／
5
月
12
日
（
日
）

　
会
場
／
鹿
窪
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
一
般
男
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
宮
田
　
直
樹
・
加
藤
木
　
敦

　
準
優
勝
　
津
久
井
勝
美
・
藤
田
　
智
茂

　
第
3
位
　
野
澤
　
太
一
・
酒
井
　
利
裕

　
　
　
　
　
国
府
田
英
夫
・
渡
邉
　
朝
成

【
一
般
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
加
藤
木
か
ず
み
・
松
下
　
奈
々

　
準
優
勝
　
佐
藤
　
明
美
・
杉
山
　
洋
子

　
第
3
位
　
広
瀬
　
　
愛
・
生
井
麻
奈
美

　
　
　
　
　
粂
谷
恵
美
子
・
宮
田
百
合
恵

【
二
部
】

　
優
　
勝
　
舘
野
　
和
也
・
八
木
沼
英
二

　
準
優
勝
　
染
谷
　
令
子
・
相
澤
　
亜
紀

　
第
3
位
　
木
村
　
ま
み
・
川
股
　
直
樹

　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
子
・
野
呂
瀬
文
彦

【
壮
年
の
部
】

　
優
　
勝
　
五
月
女
　
勇
・
福
田
　
春
美

　
準
優
勝
　
岩
崎
　
千
春
・
野
澤
　
謙
次

　
第
3
位
　
仙
波
　
武
夫
・
平
塚
　
　
耕

　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
行
・
野
本
　
厚
子

漫画「弱虫ペダル」を描きました

あやめがきれいに咲きました
6月7日、前場市長へ受賞報告を
行いました月の輪工法の様子 締結式の様子

感謝状贈呈式の様子 激励会の様子

渋谷　三郎 さん 山川小学校3年生による合唱

祝 
百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
健
や
か
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

瑞
宝
双
光
章

　
大
関
　
正
美 

さ
ん
（
見
晴
一
丁
目
）

瑞
宝
双
光
章

　
竹
澤
　
昭
治 

さ
ん
（
片
蓋
）

昭
和
41

年
に
茨
城
県
警
察
官
と

な
り
、
関
東
管
区
機
動
隊
発
足
時

に
は
、
国
会
や
成
田
空
港
、
大
阪

万
博
な
ど
で
の
警
備
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
警
察
部
門
に
お
い

て
は
、
事
件
や
事
故
の
解
決
に
向

け
て
、
強
い
責
任
感
と
不
断
の
努

力
で
捜
査
に
取
り
組
む
な
ど
、
地

域
の
治
安
維
持
に
大
き
く
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

42

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
警
察

職
務
に
精
励
さ
れ
、
平
成
20

年
に

古
河
警
察
署
警
部
を
最
後
に
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
関
さ
ん
は
、
「
父
親
に
続
い

て
同
じ
く
受
章
で
き
た
こ
と
は
、

と
て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
家
族
の
支
え
や
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の

受
章
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

昭
和
41

年
に
茨
城
県
警
察
官
と

な
り
、
42

年
間
の
長
き
に
わ
た
り

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
、
平
成
20

年
、
古
河
警
察

署
警
部
を
最
後
に
定
年
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

在
職
中
は
、
県
警
本
部
保
安
課

や
地
域
の
警
察
署
に
お
い
て
、
生

活
安
全
警
察
の
分
野
で
薬
物
事
犯

な
ど
の
数
多
く
の
重
要
事
件
を
解

決
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
方
が
安

心
安
全
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

竹
澤
さ
ん
は
、
「
と
て
も
名
誉

な
こ
と
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。
家
族
の
支
え
、
職
場
の
同
僚
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
大
過
な
く
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
て
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

子
も
現
在
警
察
官
と
し
て
私
と

同
じ
道
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
も
、

親
と
し
て
、
先
輩
と
し
て
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
地
域
の
た
め

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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